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【方法】被験者は下腿切断者 2 名(A：45 歳男性、左下腿
切断 B：77 歳男性，右下腿切断)とし、断端採型方法は
筆者らの推奨する TSB 式 2 段階採型法とした。その後、
採型より得られた陰性モデルを基に石膏陽性モデル(以下、
陽性モデル)を作製した。そして、①切断端および②陽性
モデルに対し 3D スキャンを行い、3D-CAD ソフトウェア
にて三次元形状の比較を行った。分析項目は MPT(mid 
patellar tendon：膝蓋腱中央)レベルより 10 mm 間隔の
断面積、断端長、表面形状変化とした。 
使用機器は 3D スキャナー(Sense 2nd Generation ：3D 
Systems)、3D-CAD ソフトウェア(Geomagic Design X：








験者 A にて 5.0%(max 9.8%)、被験者 B にて 7.3%(max 
8.5%)であった。それぞれの結果を図 1・2 に示す。 
2)断端長、形状表面偏差 
切断端と比較した陽性モデルの断端長に着目した結果、




図 1：被験者 A 断面積 
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